
あいりん総合センター跡地等の利用における地域の議論・意見

あいりん総合センター跡地等に求める機能

【住民の福利】

ワンストップ相談窓口

多目的ホール

 講演，勉強会，会議などができる場所
 独立して仕事を行う人が共有（コワー

キング）する事務所・打ち合わせス
ペース、趣味等での滞在スペース（居
場所）等

 区内既存施設の整理を含めて必要なも
のを設置すること（西成市民館等の地
域施設との関係を整理すること）

こどもの居場所，子育て支援機能

 学年を問わず利用できるこどもの居
場所⇒図書館，農園等(居場所・体験
学習機能を含む)

 地域外のこどもも含めて検討し，地
域に呼び込む集まれる場に

 こども専用のフロアを確保してほし
い。こどもが自由に遊べる場所

 こどもの自己実現を促すチャレンジ
の場⇒プレーパーク，地域の仕事体
験型学習機能

 こどもを預けることができる機能
⇒保育園・幼稚園，ショートステイ

 現在，対象となるこどものイメージ
が見えにくいため，ターゲッティン
グや具体的なつながり方など，専門
部会の議論を深めること

 周辺施設との連携・つながりを重視
すること（『萩小の森』等）

防災機能

 一時避難場所，避難所機能など
 防災資材や緊急的なインフラの確保など
 防災機能については，「避難する場所」だけでなく「助けるシステム・チーム」

（地域資源を活用）をつくること
 拠点を作るだけでなく，支援をはじめ「使いこなす」仕組みづくりが重要
 防災に関する各地の事例を学んで活かすこと（議論を深める場が必要）
 新たな労働施設も含めて，可能な限りこの場所で担保できる機能等を検討していく

 若年就労困難層，障がい者など，
様々な内容に対応可能な窓口

 居住支援（住居確保・生活支援等）
にも対応できる窓口
⇒対象と機能が多様であることから
「ワンストップ」のイメージを共有
し，機能と空間を整理すること(使い
勝手の良いものに)

 ひとり親世帯、こども子育てなどに
関しての専門窓口

※会議資料からの抜粋

【別添資料】

地域の歴史等の伝承

【にぎわいの創出】

 地域の歴史・地理等を伝えてい
くアーカイブ機能を構築する

 このまちだからこそ体験でき，
学べる場所を設置する

集客機能

 多目的に利用可能なオープンスペース（設備・しつらえを含む）
 道の駅的機能や農産物直売所などの集客機能を持った商業施設（観

光バスなどの駐車場含み，駅側からのイメージも検討）
 旅行客なども誘引されるフリースペースとして，自由に使える場を

提供してにぎわいと交流を促す場
 図書館や保育園などのコミュニティ機能を有し，多様な人が参画で

きる場づくりと交流によってにぎわいを生み出す場に

図書施設

 あらゆる世代の人たちが利用するコ
ミュニティライブラリー（文化交流等
ができる場所）

地域の仕事などを学ぶ場

 ICT等最先端技術・ものづくり体験
ワークショップによる国際・世代間
交流機能

 地域の仕事の見える化・地域学習と
の連携（仕事体験型学習機能を含
む），建設建築・日雇労働を学ぶ場

【住民の福利】


